












　Recently, the number of international students in our college is increasing rapidly. Therefore, the number 
of people in the classes has increased, but the chance for the students to speak Japanese during lessons has 
decreased. Then, how about Japanese use outside the class ? I investigated a current situation of Japanese use 
out of class for all overseas undergraduate students in the college. A structured questionnaire was distributed 
and collected, to all grades (1st year to 4th year student) of overseas undergraduate students in the college, from 
July 19 to July 23, 2010. The students were stratified by the grade for analysis. The outcome showed the rate of 









本語能力の向上に努めている学生がどのぐらいいるのだろうか。2010 年７月 19日から７月 23日に
かけて、全学年の留学生を対象に、授業外での日本語使用に関し、質問紙による調査を行った。学部
留学生 268 名のうち 169 名から回答を得た。（調査は日本語の授業内で行われた）本稿では、その
調査結果を報告する。
　２．１　調査結果分析（４年生）







The Current Situation of Japanese 































































































































































































































































































































感じているのだろうか。図 17、図 18 から考えてみたい。授業外でもっと日本語を話したいかとい
う質問に対してであるが、「非常にそう思う」と答えた学生が全体（１年生～４年生）で 76％、「そ
う思う」の 19％を合わせると 95％である。「ほぼ現状に満足」、「もう十分である」の学生はわずか
５％で、この５％の学生は４年生１名、３年生４名、２年生１名であった。ここからわかるとおり、
ほとんどの学生が現状には満足できず、日本語をもっと話したい、使いたいという希望を持っている。
では次に、大学に要望することは何かという問いには、「日本人と知り合う機会を作ってほしい」が
41％と最も高く、次いで「会話パートナーが欲しい」37％、「授業ではない日本語教室」が 19％であっ
た。「必要ない」は２％、「その他」は１％。ここから、学生は何らかの大学によるサポートを必要と
していることがわかる。
　では、大学にできることは何か。筆者は学生の回答として一番多かった「日本人と知り合う機会を
作ってほしい」に注目したい。ここは日本で、日本人はたくさんいるのだから自分で見つけるべきだ
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図１５
どんな会話が多いですか
２年生（複数回答可）
日常会話
３０％
（２２人）
仕事の
指示応答
１９％
（１４人）
面接会話
９％（７人）
その他
１％（１人）
買い物会話
２６％
（１９人）
接客会話
１５％（１１人）
図１６
どんな会話が多いですか
１年生（複数回答可）
日常会話
３９％
（３１人）
仕事の
指示応答
１３％
（１０人）
面接会話
１０％（９人）
買い物会話
２５％
（２０人）
接客会話
１２％（９人）
図１７
授業外でもっと日本語を話したいですか
（複数回答可）
非常にそう思う
７６％
（１１４人）
ほぼ現状に満足
４％（６人）
もう十分である
１％（２人）
そう思う
１９％
（２９人）
図１８
大学に要望することは何ですか
（複数回答可）
会話パ トーナー
がほしい
３７％（１１４人）
必要ない
２％（６人）
その他
１％（２人）
授業ではない
日本語教室
１９％（５７人）
日本人と
知り合う
機会を作っ
てほしい
４１％（１２４人）
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という意見もあるかもしれない。しかし、多くの留学生はその機会に恵まれていないと思っているよ
うだ。私たちの大学は多くの留学生、諸言語を学ぶ日本人学生が在籍している多文化状況にあるキャ
ンパスでありながら、留学生はその利点を生かしきれていないのはなぜだろうか。松本（1996）は、
「交流行動は私的な空間では起きにくく、ロビーやラウンジなど、私的空間とつながりを持ちつつも、
ある程度公的な要素が含まれた空間で起こる可能性が大きい」と述べている。大学として、日本人、
日本人学生と知り合うきっかけ作りをすることは必要なことだと考える。新倉（1996）は「留学生
と日本人との接触の機会の少なさから、接触の不足が双方のステレオタイプ的思い込みを生み、それ
が原因で思わぬ誤解、トラブルが生じる」と指摘している。このようなことが起こらないためにも、
学生の日本語力向上のためにも、交流のきっかけ作りに尽力したいと考えている。
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